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校 庭 の 芝 生 化 で
は じ け る 笑 顔
休み時間のチャイムが鳴ると、待ちかねたように
子供たちが次から次へと、天然芝の校庭に飛び出してくる――。
Ｊリーグが提唱した社会貢献活動の1つ「校庭芝生化」が
今、全国の小・中学校で具体的に実を結び始めている。
スポーツで地域や社会を元気にするその具体的な活動を追った。

今月の Key Word
スポーツ

写真提供：磐田市

　誰もがスポーツを楽しめる環境があってこそ、
豊かなスポーツ文化は育まれるという理念のも
と、Ｊリーグが提唱するのが「百年構想」だ。サッ
カーに限らず、広くスポーツ全般を対象に、「す
る」「観る」「支える」など、世代を超えた触れ合
いの場をスポーツで創る試みがなされている。
　その特徴は、「地域」を大切にしていること。
地域に、緑の芝生に覆われたグラウンドやクラブ
ハウスを造ることで、普段は知り合う機会の少な
い大人から子供までが集い、スポーツで絆を深
めようという趣旨だ。
　それは、学校教育と一体になってスポーツを
振興してきた従来の日本の姿とは大きく異なる。
しかし、ヨーロッパ型の「地域クラブ」を核にした
こうしたスポーツのあり方は、全国で確実に実
を結び始めている。発足時に10クラブだった 
Ｊリーグは、今年36クラブにまでなり、さらに多く
のクラブがＪリーグ入りを目指している。

Jリーグ 百年構想とは？

スポーツで、もっと、幸せな国へ
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コア工法に
よる芝生化
までの手順

1

芝を健康な状態に維持する
ためには、土中に穴を開け空
気を届ける通気作業（エア
レーション）を定期的に行
う。磐田市にある各スタジア
ムの通気作業で抜き取られ
た廃棄芝が円内のコアだ。
芝生化する校庭にコアを敷
き詰める。コアに含まれる砂
や有機物が土壌改良と同じ
効果をもたらす。

1

2

2

コアの敷詰めから約1週
間は表面が乾かない程度
に散水することで芽が出
てくる。
コアの敷詰めから約40日
で、全面からの発芽で緑
一面の芝生になる。

34

※2008年度文部科学省調べ

コア

　

校
庭
の
あ
ち
こ
ち
か
ら
子
供
た
ち
の

歓
声
が
聞
こ
え
て
く
る
。
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー

ル
を
追
う
男
子
の
横
で
は
、
芝
生
に
座

り
込
ん
だ
女
子
の
明
る
い
声
が
青
空
に

響
く
。
子
供
た
ち
の
多
く
が
素
足
。
天

然
芝
独
特
の
草
の
香
り
に
包
ま
れ
て
、

思
い
切
り
校
庭
を
走
り
回
る
そ
の
表
情

は
、
ど
の
子
も
元
気
い
っ
ぱ
い
だ
。

　

全
国
で
校
庭
の
芝
生
化
が
着
々
と
進

ん
で
い
る
の
を
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。
現

在
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
3
0
0
㎡
以
上
を

芝
生
化
し
て
い
る
公
立
学
校
の
数
は
、

1
5
0
0
校
※
を
超
え
る
。
芝
生
の
弾

力
性
が
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
安
全
性
と
多

様
性
を
も
た
ら
し
、
環
境
教
育
や
地
域

環
境
へ
の
効
果
な
ど
、
多
く
の
メ
リ
ッ

ト
を
も
た
ら
す
と
、
文
部
科
学
省
も
そ

の
整
備
推
進
を
図
っ
て
い
る
。

　

校
庭
芝
生
化
の
推
進
に
は
、
も
う

1
つ
追
い
風
が
あ
る
。
そ
れ
は
、「
ス

ポ
ー
ツ
で
、
も
っ
と
、
幸
せ
な
国
へ
。」

と
い
う
呼
び
か
け
の
も
と
、（
社
）日
本

プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ（
以
下
Ｊ
リ
ー

グ
）が
提
唱
す
る「
百
年
構
想
」だ
。
緑

の
芝
生
に
覆
わ
れ
た
広
場
や
施
設
で
、

多
く
の
人
が
様
々
な
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し

も
う
と
い
う
こ
の
運
動
が
、
校
庭
の
芝

生
化
を
後
押
し
し
て
い
る
。

　

全
国
で
進
ん
で
い
る
校
庭
芝
生
化
だ

が
、
中
で
も
ユ
ニ
ー
ク
な
手
法
で
注
目

さ
れ
て
い
る
の
が
、
Ｊ
リ
ー
グ
の
ジ
ュ
ビ

ロ
磐
田
の
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
静
岡
県
磐
田

市
だ
。
磐
田
市
で
は
、「
ス
ポ
ー
ツ
の

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
」を
設
け
て
、
小
・

中
学
校
の
校
庭
芝
生
化
を
積
極
的
に
進

め
て
い
る
。

　

同
課
で
活
動
に
携
わ
っ
て
き
た
主
査

の
天
野
敏
之
さ
ん
に
は
、
忘
れ
ら
れ
な

い
光
景
が
あ
る
そ
う
だ
。
そ
れ
は「
保

健
室
登
校
」と
呼
ば
れ
る
、
学
級
に
な

じ
め
な
い
男
子
児
童
の
行
動
だ
っ
た
。

完
成
し
た
芝
生
で
元
気
に
遊
ぶ
児
童
を

保
健
室
の
窓
か
ら
眺
め
て
い
る
だ
け
の

寂
し
そ
う
な
表
情
が
、
天
野
さ
ん
に
は

気
が
か
り
だ
っ
た
と
い
う
。

「
そ
う
し
た
折
の
こ
と
で
す
。
ジ
ュ
ビ
ロ

の
選
手
が
学
校
を
訪
れ
る
イ
ベ
ン
ト
が

開
か
れ
ま
し
た
。
ふ
と
校
庭
を
見
る
と
、

い
つ
も
は
保
健
室
に
い
る
は
ず
の
子
が

サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
を
抱
え
て
、
列
の
最

後
尾
に
並
ん
で
い
ま
し
た
。
自
分
の
番

に
な
る
と
、
選
手
の
出
し
た
パ
ス
を
見

事
ゴ
ー
ル
に
決
め
た
の
で
す
。
そ
れ
か

ら
控
え
め
に
選
手
と
ハ
イ
タ
ッ
チ
す
る

と
、
な
ん
と
、
小
さ
く
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
ま

で
し
た
ん
で
す
。
思
わ
ず
私
も
つ
ら
れ

て
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
し
た
く
な
り
ま
し
た
よ

（
笑
）。
う
れ
し
か
っ
た
で
す
ね
。
校
庭

を
芝
生
に
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
す
ぐ
に

児
童
の
体
力
向
上
に
結
び
付
く
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
、
子
供
た
ち
が

以
前
よ
り
元
気
に
外
遊
び
を
す
る
よ
う

に
な
っ
た
の
は
確
か
で
す
」

　

芝
生
化
の
恩
恵
は
、
子
供
た
ち
だ
け

で
は
な
い
。
運
動
会
な
ど
で
学
校
を
訪

れ
る
地
域
の
人
々
も
天
然
芝
の
校
庭
を

誇
り
に
思
い
、
管
理
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

ど
で
学
校
を
手
助
け
す
る
な
ど
の
交
流

が
各
校
で
生
ま
れ
て
い
る
そ
う
だ
。

　

磐
田
市
が
校
庭
の
芝
生
化
に
積
極
的

に
取
り
組
む
背
景
に
は
、
子
供
た
ち
を

取
り
巻
く
環
境
の
変
化
が
あ
る
。

「
以
前
の
よ
う
に
野
山
を
走
り
回
り
、

元
気
に
外
遊
び
を
す
る
子
供
た
ち
の
姿

が
減
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
体

力
の
低
下
や
生
活
習
慣
病
の
一
因
に
な

る
と
問
題
に
な
っ
て
い
た
の
で
す
。
近

所
に
遊
び
場
が
少
な
く
な
っ
た
こ
と
や
、

放
課
後
も
塾
な
ど
で
忙
し
い
と
い
う
事

情
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ゲ
ー
ム
や
パ

ソ
コ
ン
な
ど
、
屋
内
で
過
ご
す
時
間
が

以
前
に
比
べ
て
多
く
な
っ
て
い
る
と
指

摘
す
る
声
も
あ
り
ま
し
た
」

　

か
と
い
っ
て
子
供
た
ち
に
外
遊
び
を

用
し
た
子
供
た
ち
が
砂
入
れ
な
ど
の
後

処
理
を
し
て
、
ま
た
芝
が
生
え
て
く
る

よ
う
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
自
主
的
に
行
う
。

「
天
然
の
芝
だ
か
ら
こ
そ
、
命
の
大
切

さ
や
環
境
へ
の
配
慮
が
自
然
に
身
に
付

く
」と
天
野
さ
ん
は
い
う
。

　

校
庭
の
芝
生
化
が
議
論
さ
れ
る
際
、

必
ず
問
題
に
な
る
の
が
施
工
に
か
か
る

費
用
負
担
と
、
維
持
管
理
の
人
員
確
保

だ
。
磐
田
市
で
は
、
独
自
の
方
法
で
こ

う
し
た
課
題
に
解
決
の
糸
口
を
見
い
だ

し
て
い
る
。
そ
れ
が「
コ
ア
工
法
」と
い

う
施
工
法
と
、
住
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や

管
理
を
す
る
教
職
員
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

市
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
だ
。

「
磐
田
市
に
は
、
公
立
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
維

持
管
理
を
す
る（
財
）磐
田
市
振
興
公
社

が
あ
り
、
芝
生
の
育
成
管
理
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
大
い
に
幸
い

し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
専
門
ス
タ
ッ
フ

の
協
力
で
、
市
で
は
、
教
育
活
動
に
支

障
の
な
い
整
備
方
法
と
し
て
、
各
学
校

の
事
情
に
応
じ
て
3
つ
の
工
法
を
用
意

し
て
い
ま
す
。
コ
ア
工
法
、
蒔ま

き
芝
工

法
、
張
り
芝
工
法
で
す
。
中
で
も
代
表

的
な
工
法
と
な
っ
て
い
る
の
が
コ
ア
工

法
で
す
」

　
「
コ
ア
」と
は
、
芝
生
の
管
理
で
出
る

無
理
に
押
し
付
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

な
ん
と
か
子
供
た
ち
が
自
分
か
ら
、
外

で
元
気
に
遊
ぶ
よ
う
に
で
き
な
い
も
の

か
、
と
方
策
を
考
え
る
中
で
行
き
着
い

た
の
が
、
校
庭
の
芝
生
化
だ
っ
た
。

　

磐
田
市
が
校
庭
の
芝
生
化
に
取
り
組

み
始
め
た
の
が
6
年
前
。
学
校
と
地
域
、

そ
し
て
行
政
が
一
体
に
な
っ
た
活
動
で
、

33
校（
小
学
校
23
、中
学
校
10
）の
う
ち
18

校
の
校
庭
が
芝
生
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。

　

芝
生
化
さ
れ
た
校
庭
は
、
地
域
の

サ
ッ
カ
ー
少
年
団
に
も
開
放
す
る
な
ど
、

利
用
制
限
は
特
に
な
い
そ
う
だ
。
サ
ッ

カ
ー
ス
パ
イ
ク
で
は
が
れ
た
芝
は
、
使

「
廃
棄
芝
」を
指
す
。
芝
生
は
地
中
ま
で

空
気
の
通
り
を
よ
く
す
る
た
め
に
所
々

に
穴
を
開
け
る
。
そ
の
際
に
筒
状
に
抜

か
れ
た
芝
生
と
土
が「
コ
ア
」だ
。
ゴ
ミ

と
し
て
捨
て
ら
れ
る
コ
ア
を
リ
サ
イ
ク

ル
し
、
芝
生
化
す
る
校
庭
に
敷
き
詰
め

る
と
、
新
た
な
芝
生
が
生
え
て
く
る
の

だ
と
い
う
。

　

維
持
管
理
で
も
極
力
、
学
校
に
負
担

を
か
け
な
い
方
策
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。

「
ほ
と
ん
ど
の
実
施
校
で
は
教
頭
先
生

や
校
務
員
さ
ん
、
体
育
主
任
が
芝
生
の

刈
り
込
み
や
散
水
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
何
か
管
理
上
の
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
れ

ば
、
振
興
公
社
の
芝
生
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

が
現
地
に
赴
き
対
応
し
ま
す
。
ま
た
、

地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
や
、
ジ
ュ

ビ
ロ
磐
田
の
選
手
が
学
校
を
訪
問
し

て
、
子
供
た
ち
と
触
れ
合
い
な
が
ら
、

ス
ポ
ー
ツ
の
素
晴
ら
し
さ
を
指
導
し
て

く
れ
ま
す
」

全
国
に
1
5
0
0
校
以
上
の

芝
生
の
校
庭
が
誕
生
し
て
い
る

子
供
た
ち
を
取
り
巻
く

環
境
の
変
化

　2006年末に現役を引退し、ピッチの
外からサッカーにかかわる仕事をスター
トした時期に、「Ｊリーグ百年構想メッセ
ンジャー」として声をかけていただきまし
た。早いもので、今年で４年目を迎えま
す。これまでにＪリーグの理念を広める
活動に参加し、様々な場所で子供たち
とスポーツを楽しむ機会を与えていただ
きました。全国を巡ると、多くの芝生のグ
ラウンドができていることを実感します。芝生の上で遊び、無心にボール
を追いかける子供たちと、地域の人々が自然に出会い、たくさんの笑顔
が生まれています。僕自身も毎回多くの人 と々出会ってきました。

　これからも、自分も一緒に楽しみな
がら、体を動かすことの楽しさ、大切さを
１人でも多くの人に伝えていきたいと
思っています。今年は4年に1度のワー
ルドカップイヤー。例年にも増して多く
の人の注目がサッカーに注がれるでしょ
う。ぜひ、皆さんもこの機会にスポーツ
の素晴らしさを実感してください。

スポーツの素晴らしさを伝えたい！

城 彰二さん

1975年、北海道生まれ。鹿児島
実業高校を経て1994年からジェ
フ市原をはじめ各チームでＦＷと
してプレー。2006年に現 役を
退くまでJ1リーグ230試合95得
点、国際Aマッチ35試合7得点。
現在はJFAアンバサダー、そして
サッカー解説者としても活躍。

保
健
室
登
校
の
児
童
が

芝
生
の
校
庭
で
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
！

「
磐
田
方
式
」と
呼
ば
れ
る

ユ
ニ
ー
ク
な
施
工
方
法

3

4

走 る 喜 び を    体 全 体 で 表 現 す る 子 供 た ち

写真提供：J.LEAGUE PHOTOS
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都
市
化
が
進
む
地
域
で
は
、
住
民
と

地
域
を
結
ぶ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
希
薄
に
な

り
、
同
じ
町
に
住
ん
で
い
る
人
々
で
も
、

地
域
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
共
有
す
る

こ
と
が
、
徐
々
に
難
し
く
な
っ
て
い
る
。

　

そ
う
し
た
現
代
に
、「
ス
ポ
ー
ツ
を

通
じ
て
地
域
を
元
気
に
し
よ
う
！
」

と
提
案
し
た
の
が
、
1
9
9
1
年
発
足

の
Ｊ
リ
ー
グ
だ
っ
た
。
き
っ
か
け
は
、

Ｊ
リ
ー
グ
発
足
の
は
る
か
以
前
、

1
9
6
0
年
の
こ
と
だ
っ
た
。
4
年
後

に
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
控
え
た
サ
ッ

カ
ー
日
本
代
表
は
、
西
ド
イ
ツ（
当
時
）

で
合
宿
を
行
っ
た
。
そ
こ
で
選
手
た
ち

が
目
に
し
た
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
あ
り

方
は
、
そ
の
時
代
の
日
本
の
ス
ポ
ー
ツ

環
境
と
全
く
違
っ
て
い
た
。
日
本
で
は

代
表
選
手
で
さ
え
使
う
こ
と
の
で
き
な

い
ほ
ど
、
美
し
く
整
備
さ
れ
た
天
然
芝

の
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
施
設
で
、
地
域
の
老

若
男
女
が
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
交
流
す

る
姿
は
、
驚
き
を
通
り
越
し
て
衝
撃
の

体
験
だ
っ
た
。
Ｊ
リ
ー
グ
が
校
庭
の
芝

生
化
を
理
念
の
1
つ
に
掲
げ
て
い
る
の

は
、
そ
う
し
た
歴
史
が
あ
る
の
だ
。

　

Ｊ
リ
ー
グ
の
公
式
試
合
は
、
開
幕
以

来
、
す
べ
て
が
天
然
芝
の
ピ
ッ
チ
で
行

わ
れ
て
き
た
。
緑
の
カ
ー
ペ
ッ
ト
の
よ

う
な
美
し
い
芝
の
上
で
、
元
気
に
、
思

い
切
り
体
を
動
か
す
爽
快
感
は
格
別

だ
。
こ
う
し
た
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
を

プ
ロ
の
選
手
だ
け
で
な
く
、
一
般
の

人
々
に
も
体
験
し
て
も
ら
い
、
よ
り
身

近
に
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
ん
で
も
ら
お
う

と
い
う
運
動
は
、
小
・
中
学
校
の
校
庭

の
芝
生
化
と
な
っ
て
実
現
し
つ
つ
あ
る
。

　

校
庭
の
芝
生
化
を
進
め
る
に
あ
た
っ

て
、
Ｊ
リ
ー
グ
は
イ
ベ
ン
ト
支
援
や
推

進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
の
啓
発
活
動
を

行
っ
て
い
る
。

　

ス
ポ
ー
ツ
で
地
域
を
元
気
に
す
る
と

い
う
と
、
体
力
面
の
増
進
だ
け
に
目
が

い
き
が
ち
だ
が
、
教
育
、
環
境
、
余
暇

の
充
実
な
ど
、
地
域
と
ク
ラ
ブ
の
か
か

わ
り
方
は
様
々
だ
。

　

当
初
、
Ｊ
リ
ー
グ
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム

と
地
元
の
関
係
は
、
ス
タ
ジ
ア
ム
で
の

応
援
が
主
だ
っ
た
が
、
現
在
は
ク
ラ
ブ

と
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
が
知
恵
を
出
し
合

い
、
地
域
で
様
々
な
社
会
活
動
を
積
極

的
に
行
う
ま
で
に
な
っ
て
い
る
。
磐
田

市
の
例
で
も
紹
介
し
た
よ
う
に
、
地
域

の
学
校
を
選
手
が
訪
問
し
て
の
課
外
授

業
や
、
地
域
の
自
然
環
境
を
保
全
す
る

催
し
に
選
手
が
か
か
わ
る
イ
ベ
ン
ト
も

各
地
で
積
極
的
に
行
わ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
学
校
の
部
活
動
や
ア
マ
チ
ュ
ア
チ
ー

ム
の
指
導
者
と
、
ト
ッ
プ
プ
ロ
の
ラ
イ

セ
ン
ス
・
コ
ー
チ
が
意
見
を
交
わ
す

「
コ
ー
チ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
な
ど
も
、

全
国
で
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
。

　

ス
ポ
ー
ツ
の
本
質
は
、
ま
ず「
遊
び
」

だ
と
Ｊ
リ
ー
グ
は
百
年
構
想
の
中
で

い
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
続
い
て
、「
遊
び
」

だ
か
ら
こ
そ
ス
ポ
ー
ツ
は
、
生
活
に
楽

し
み
や
喜
び
潤
い
を
与
え
て
く
れ
る
と

あ
る
。「
遊
び
」の
意
義
を
提
唱
す
る
Ｊ

リ
ー
グ
に
と
っ
て
、
子
供
た
ち
が
元
気

に
走
り
、
遊
び
回
る
校
庭
の
芝
生
化
は
、

ま
さ
に
、
理
念
の
体
現
だ
ろ
う
。

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
社
会
貢
献

ワールドカップまであと1カ月！　Jリーグの楽しみ方

　アフリカ大陸で初めて開催される2010FIFAワールドカップ
南アフリカ大会。6月11日（金）の開幕から7月11日（日）の決勝
まで、全世界が最も熱狂する１カ月間が目前だ。グループＡから
Ｈまでの８つに分かれて戦う予選リーグのＥに入った日本代表
は、6月14日（月）カメルーンと、そして19日（土）にオランダ、24日

（木）デンマークと対戦する。
　ワールドカップを控えた現在、話題の中心は23人の代表枠
に誰が選ばれるかだろう。サッカー選手にとって最高の舞台で
あるワールドカップのピッチ目指して、開幕から約２カ月がたったＪ
リーグでは、各スタジアムで熱い戦いが繰り広げられている。最

後のメンバー選考に向けて、日本代表を率いる岡田武史代表
監督は、精力的に各チームの試合を視察している。
　18年目を迎える今年のＪリーグのもう1つの話題は、2007年
からリーグ3連覇をしている鹿島アントラーズの連続優勝に待っ
たをかけるのは、どのチームかだ。それとも、今年もアントラーズが
前人未到の4連覇を達成するのか？　興味が尽きない。
　ワールドカップに向けてしのぎを削る選手のエキサイティング
な戦い。そしてワールドカップ後に、世界を経験してきた選手たち
がどんなプレーを見せてくれるのか。ワールドカップイヤーのＪリー
グは、例年以上に面白く、話題満載だ！

豆 知
識

名古屋市と名古屋グランパスが共催した「名古屋市介護予防事業シニアサッカー健康教室」
でのストレッチ指導の様子。（写真提供：Slowh@nd PRODUCTION/N.G.E）
川崎フロンターレ選手会とFC東京選手会が共同で主催する「多摩川エコラシコ」。多摩川の
河川敷を選手とサポーターで清掃した。（写真提供：川崎フロンターレ）
名古屋グランパス選手による「ホームタウン学校訪問」。子供たちに夢や希望を伝えたいと
熱い思いを語った。（写真提供：Slowh@nd PRODUCTION/N.G.E）

中村 憲剛 選手
（川崎フロンターレ）　MF

攻撃時にはボランチながら、
素早く広い視野で味方に優
位な状況をつくり出すＭＦ。

遠藤 保仁 選手
（ガンバ大阪）　MF
2009年にはアジア
年間最優秀選手にも
選ばれるアジア屈指
のボランチ。

岡崎 慎司 選手
（清水エスパルス）　FW
ダイビングヘッドが 武
器 の 点 取り屋。国 際
サッカー歴史統計連盟

（IFFHS）に より2009
年の世界得点ランキング
1位に選出される。

楢崎 正剛 選手
（名古屋グランパス）　GK
日本代表 不動の守護神。堅
実な守備でチームに勝利を
呼び込む。冷静沈着に最後
方から、チームを鼓舞する。

内田 篤人 選手
（鹿島アントラーズ）　DF

俊足と高い技術を併せ持ち精度
の高いクロスとタイミングの攻め
上がりが武器。右サイドバック。

選手やMr.ピッチが参加する「小学校の芝生
開き」のイベント。（写真提供：J.LEAGUE 
PHOTOS）

2

ド
イ
ツ
で
見
た

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
衝
撃

ス
ポ
ー
ツ
で

地
域
を
元
気
に
す
る

1

3

1

2

3

地図内青色：
Ｊ１／ディビジョン１（Ｊリーグの1部）
地図内赤色：
Ｊ2／ディビジョン2（Ｊリーグの2部）

写真提供：J.LEAGUE PHOTOS

Mr.ピッチ
　「Pitch／ピッチ」とはスポーツ用語で、サッカーやホッケーなどの競技場を指す言
葉だ。英国ではこれらの競技は天然芝のグラウンドで行われたので、「ピッチ」といえ
ば芝生のグラウンドと同義になった。1993年の開幕試合以来、Ｊリーグの公式試
合は、すべて常緑の天然芝のピッチで行われている。弾力性に富み、思いっきり体を動かすことの
できる芝生のグラウンドを全国に普及させようと、Ｊリーグでは「Mr.ピッチ」をマスコット・キャラクター
に啓発イベントや、「芝生校庭自慢！ 大募集！」などのキャンペーンを行っている。ちなみにMr.ピッチ
のモットーは、Ｊリーグ百年構想にちなんで、「石の上にも三年 芝の上にも百年」だそうだ。
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推
進
し
て
い
ま
す
。

「
こ
の
成
果
は
着
実
に
現
れ
て
お
り
、シ

ス
テ
ム
を
使
っ
た
各
種
設
備
の
運
転
管

理
か
ら
省
エ
ネ
運
用
に
至
る
ま
で
多
様

な
側
面
で
の
山
武
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
吸
収

す
る
こ
と
で
、職
員
の
設
備
管
理
に
か
か

わ
る
ス
キ
ル
が
ト
ー
タ
ル
に
向
上
し
て

き
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。ま

た
、省
エ
ネ
対
策
に
関
し
て
も
、山
武
の

的
確
な
サ
ポ
ー
ト
に
よ
っ
て
数
々
の
施

策
を
実
践
し
、多
大
な
成
果
を
挙
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
」（
佐
藤
氏
）

　

省
エ
ネ
対
策
の
一
例
と
し
て
は
、従

来
、施
設
で
は
室
内
用
エ
ア
コ
ン
の
た
め

の
熱
源
水
ポ
ン
プ
を
常
時
3
台
稼
働
さ

せ
て
い
ま
し
た
が
、そ
の
負
荷
状
況
を
逐

次
確
認
し
た
と
こ
ろ
、う
ち
1
台
を
停

止
さ
せ
て
も
問
題
が
な
い
こ
と
が
判
明
。

そ
こ
で
、2
台
運
転
に
切
り
替
え
る
と
い

う
対
策
を
施
す
こ
と
で
、1
台
分
の
消

費
電
力
を
削
減
し
ま
し
た
。

「
そ
の
結
果
、年
間
約
47
万
k
W
h
の
電

力
削
減
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
を

電
気
料
金
に
試
算
す
る
と
、お
よ
そ

4
2
0
万
円
相
当
の
コ
ス
ト
削
減
と
な

り
ま
す
。そ
の
ほ
か
に
も
、山
武
な
ら
で

は
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ノ
ウ
ハ
ウ
に
基

づ
く
提
案
に
よ
り
、室
内
用
エ
ア
コ
ン
の

動
力
を
削
減
す
る
た
め
に
、そ
の
空
気
の

前
処
理
を
行
う
外
調
機
の
給
気
温
度
の

調
整
を
行
う
な
ど
、運
用
改
善
に
よ
る

様
々
な
対
策
を
実
施
し
、確
実
に
成
果

を
挙
げ
て
い
ま
す
」（
山
田
氏
）

　

今
後
、日
高
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、山
武

と
の
さ
ら
な
る
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
強

化
に
よ
り
、設
備
管
理
、省
エ
ネ
対
策
を

ま
す
ま
す
拡
充
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。そ
う
し
た
こ
と
が
、同
大

学
が
目
指
す“
患
者
中
心
主
義
”に
基
づ

く
安
心
・
安
全
、か
つ
満
足
度
の
高
い
医

療
サ
ー
ビ
ス
を
支
え
る
礎
と
な
る
こ
と

は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

「
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
国
際
医
療
セ
ン
タ
ー

で
は
、来
る
2
0
1
0
年
7
月
に
、医
療

の
質
の
向
上
と
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
を
よ

り
高
い
レ
ベ
ル
で
実
現
し
て
い
く
た
め
、

日
本
医
療
機
能
評
価
機
構
＊3

に
よ
る
病

院
機
能
評
価
＊4

を
受
審
す
る
予
定
で
す
。

審
査
で
は
、『
施
設
・
設
備
の
適
切
な
管

理
』や『
災
害
発
生
時
の
対
応
体
制
の
整

備
』に
加
え
、『
地
球
に
優
し
い
』と
い
う

こ
と
も
重
要
な
評
価
項
目
と
な
っ
て
い

ま
す
。山
武
に
は
、そ
う
し
た
面
を
も
強

力
に
支
援
し
て
く
れ
る
パ
ー
ト
ナ
ー
と

し
て
、今
後
も
大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
」

（
佐
藤
氏
）

　

1
9
7
2
年
に
社
会
福
祉
法
人
毛も

ろ呂

病
院
を
母
体
と
し
て
開
設
さ
れ
た
埼
玉

医
科
大
学
。建
学
以
来
、国
際
水
準
の
医

学
と
医
療
の
実
践
と
、高
い
倫
理
観
・

人
間
性
を
備
え
た
医
療
人
の
育
成
を
通

じ
て
、地
域
の
保
健
・
医
療
に
貢
献
し
て

き
ま
し
た
。同
大
学 

日
高
キ
ャ
ン
パ
ス

は
、毛も

ろ
や
ま

呂
山
、川
角
、川
越
に
続
く
埼
玉

医
科
大
学
の
4
番
目
の
キ
ャ
ン
パ
ス
と

し
て
、2
0
0
7
年
4
月
、自
然
環
境
に

恵
ま
れ
た
埼
玉
県
南
西
部
の
日
高
市
に

フ
ル
オ
ー
プ
ン
。が
ん
、心
臓
病
な
ど
の

高
度
専
門
特
殊
医
療
や
救
命
救
急
医
療

の
分
野
で
埼
玉
県
全
域
の
地
域
医
療
に

貢
献
す
る
国
際
医
療
セ
ン
タ
ー
を
は
じ

め
、
ゲ
ノ
ム
医
学
研
究
セ
ン
タ
ー

（
2
0
0
1
年
6
月
）、4
年
制
大
学
の

保
健
医
療
学
部（
2
0
0
6
年
4
月
）な

ど
が
施
設
内
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。

「
国
際
医
療
セ
ン
タ
ー
の
患
者
さ
ん
を
は

じ
め
、施
設
を
利
用
す
る
人
々
に
と
っ
て

常
に
安
全
か
つ
快
適
な
空
間
で
あ
る
た

め
に
は
、受
変
電
や
非
常
用
電
源
、空

調
、防
災
な
ど
の
各
種
設
備
を
い
か
に

効
果
的
に
運
用
・
保
守
し
て
い
く
か
が

重
要
な
テ
ー
マ
で
す
。ま
た
、医
療
機
関

は
極
め
て
公
共
性
の
高
い
社
会
イ
ン
フ

ラ
で
あ
る
と
い
う
観
点
で
は
、環
境
に
配

慮
し
た
省
エ
ネ
対
策
も
施
設
に
と
っ
て

喫
緊
の
課
題
で
す
」（
佐
藤
氏
）

　

例
え
ば
、省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
し
て
言

う
な
ら
、国
際
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
、当

初
か
ら
コ
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
排

熱
利
用
の
仕
組
み
な
ど
最
新
設
備
を
導

入
し
て
お
り
、そ
の
運
用
に
よ
っ
て
相
応

の
効
果
を
享
受
し
て
き
ま
し
た
。

　

設
備
管
理
に
つ
い
て
も
、オ
ー
プ
ン
以

来
、山
武
の
中
央
監
視
装
置
で
あ
る
建

物
管
理
シ
ス
テ
ム savic-net

T
M

 FX

を
は
じ
め
と
す
る
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
オ
ー

ト
メ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
や
エ
ネ
ル
ギ
ー

管
理
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
い
る
ほ
か
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
状
況
と
室
内
の
快

適
性
を
評
価
し
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
配

信
す
る
Ａ
Ｓ
Ｐ
サ
ー
ビ
ス
のB

uilding-

S
cope

TM

な
ど
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

「
こ
う
し
た
シ
ス
テ
ム
や
サ
ー
ビ
ス
を
使

う
こ
と
に
よ
っ
て
、キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
各

種
設
備
の
効
果
的
な
監
視
・
運
用
、及
び

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
目
指
し
た
取
組
み
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。し
か
し
、よ
り
高
い

次
元
へ
と
対
策
を
前
進
さ
せ
る
と
な
る

と
、我
々
職
員
の
み
の
力
で
は
、や
は
り

限
界
が
あ
り
ま
し
た
」（
山
田
氏
）

　

こ
れ
に
対
し
日
高
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、

山
武
の
総
合
ビ
ル
管
理
サ
ー
ビ
ス

B
O

S
S

-2
4

T
M

＊1

を
採
用
。具
体
的
に

は
、山
武
の
設
備
管
理
担
当
者
に
キ
ャ
ン

所　在　地：埼玉県日高市山根 1397-1
竣　　　工 ： 2001年 6 月（ゲノム医学研究センター）
 　　　　　　　　 2006 年 4 月（保健医療学部棟）
　　　　　　　2007 年 2 月（国際医療センター）
事 業 内 容： がん、心臓病に対する高

度 専 門 特 殊 医 療、 及 び 
救命救急医療 将

来
に
向
け
た
取
組
み
を
支
援
す
る

信
頼
で
き
る
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
期
待

埼玉医科大学　
国際医療センター（日高キャンパス）

国民の3大生活習慣病といわれるがん、心臓病及び脳卒中を中心とする救命救急疾患に特化した専門特殊医療を担う国際
医療センターを中心に、地域の高度医療ニーズに応える埼玉医科大学 日高キャンパス。同キャンパスでは構内設備の管理
強化を目指し、山武の総合ビル管理サービスを採用。山武の常駐管理担当者と同大学職員が一体となったチーム体制によ
り、効率的な設備管理を実現し、省エネ対策の面でも多大な成果を挙げています。

埼
玉
医
科
大
学

国
際
医
療
セ
ン
タ
ー

（
日
高
キ
ャ
ン
パ
ス
）

FIELD
納 入 事 例

常
に
安
全
・
快
適
な
施
設
で
あ
る
た
め
に

設
備
の
運
用
・
保
守
の
強
化
が
不
可
欠

施
設
管
理
サ
ー
ビ
ス
の
活
用
に
よ
り

設
備
管
理
ノ
ウ
ハ
ウ
の
吸
収
を
目
指
す

エキスパートのノウハウ活用により
設備管理・省エネ対策を強化

国際医療センター
事務部
総務課（施設担当）
課長補佐

山田 勉氏

国際医療センター
事務部
部長

佐藤 健二氏

国際医療センター
事務部
事務次長
兼 総務課長

水村 順孝氏

パ
ス
内
へ
常
駐
し
て
も
ら
い
、同
大
学
職

員
と
こ
れ
ら
山
武
の
担
当
者
に
よ
る
管

理
チ
ー
ム
を
施
設
内
の
防
災
セ
ン
タ
ー

を
拠
点
に
編
成
し
ま
し
た
。そ
れ
に
加

え
、運
用
改
善
を
行
う
こ
と
で
さ
ら
な

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
削
減
を
図
る
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
支
援
サ
ー
ビ
ス
＊2

も
利
用
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
、キ
ャ
ン

パ
ス
全
体
の
設
備
管
理
と
省
エ
ネ
対
策

の
拡
充
を
図
る
こ
と
に
し
た
の
で
す
。

「
こ
れ
ま
で
の
取
組
み
を
通
し
て
、我
々

の
中
に
は
設
備
管
理
、省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

エ
キ
ス
パ
ー
ト
で
あ
る
山
武
の
サ
ー
ビ

ス
力
に
対
す
る
大
き
な
信
頼
感
が
あ
り

ま
し
た
。こ
う
し
た
体
制
を
取
る
こ
と

で
、山
武
の
担
当
者
が
持
つ
高
度
な
ノ
ウ

ハ
ウ
を
職
員
が
吸
収
し
て
い
け
る
も
の

と
考
え
た
わ
け
で
す
」（
水
村
氏
）

　

日
高
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
てB

O
S

S
-

2
4

常
駐
管
理
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
開

始
さ
れ
た
の
が
２
０
０
９
年
2
月
の
こ

と
。以
来
、山
武
の
常
駐
担
当
者
と
同
大

学
職
員
の
総
勢
20
人
に
よ
る
チ
ー
ム
体

制
の
下
で
、設
備
管
理
、省
エ
ネ
対
策
を

用語解説

＊1:BOSS-24
建物の総合管理・保全を行うサービス。
現 場に設 置されたsavic-netと山 武の
BOSSセンターを通信回線で結び、建物
設備に精通した技術者が24時間・365
日の遠隔監視・制御を実施。また、技
術者を現場に常駐させるという拡張サービ
スも提供されている。

＊2:省エネルギー支援サービス
山武の計測・制御技術と建物管理事業
で蓄積した運転管理ノウハウを駆使し、
建物設備を最大限に活用して熱源・空
調自動制御システムの制御ソフトウエアや
制御設定値変更など運転制御改善につ
いてPDCAサイクルを繰り返しながら行う
ことで、継続的に省エネルギーを実現す
るサービス。

＊3:日本医療機能評価機構
専門的な知識を持つ審査員が中立の立
場で医療機関を多角的に審査し、評価
する組織として1995年に設立された財団
法人。

＊4:病院機能評価
日本医療機能評価機構の主要事業で、
病院をはじめとする医療機関の機能を学
術的観点から中立的な立場で評価するも
の。評価は書面審査と訪問審査で構成さ
れ、評価項目は600項目以上にのぼる。

山武のWeb型建物設備管理支援システムBuilding-SupportTMも併せて導入
されている。その活用により、施設に関する情報やデータを標準化されたワーク
フローで一元管理し、Web上で把握・確認できる。日誌作成や作業の引継ぎな
ど、設備管理を担当するスタッフの作業負荷軽減に貢献している。

防災センターに設置されたsavic-net FXの監視・制御用端末。
国際医療センターをはじめキャンパスにある10棟の建物の設備
をここで集中管理している。

国際医療センター屋上に設置されたヘリポート。ヘリコプターで搬送されてき
た患者は、ここから専用エレベータで手術室あるいは救命救急センターに直
行する。また将来的には、このヘリポートを利用して本格的なドクターヘリの
運用が計画されている。ヘリポート用照明の電球の管理や風向・風速を確
認する吹流しのメンテナンスにも山武の常駐員が携わっている。
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リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
、分
か
り
や
す
い

デ
モ
を
実
施
し
て
く
れ
ま
し
た
。そ
こ

で
、我
々
が
1
つ
の
ゴ
ー
ル
と
し
て
描
い

て
い
る
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
設
備
の
統
合
的

な
管
理
に
よ
る“
見
え
る
化
”の
姿
を
、具

体
的
に
イ
メ
ー
ジ
で
き
た
こ
と
が
印
象

に
残
っ
て
い
ま
す
。ま
た
そ
の
一
方
で
、も

と
も
と
、当
工
場
の
製
造
現
場
で
は
、

Ｄ
Ｃ
Ｓ
＊2

を
中
心
に
山
武
製
品
が
稼
働
し

て
お
り
、そ
う
し
た
実
績
も
あ
っ
て
山
武

に
対
す
る
信
頼
感
が
現
場
に
培
わ
れ
て

い
た
こ
と
も
、今
回
の
採
用
の
重
要
な
決

め
手
と
な
り
ま
し
た
」（
越
智
氏
）

　

同
工
場
がE

N
E

O
P

T

の
採
用
を
決

定
し
た
の
が
２
０
０
９
年
6
月
の
こ
と
。

実
際
の
工
事
は
２
０
０
９
年
12
月
に
実

施
さ
れ
、翌
２
０
１
０
年
1
月
中
旬
に 

コ
ン
プ
レ
ッ
サ
台
数
制
御 E

N
E

O
P

T 

com
p

の
シ
ス
テ
ム
は
本
格
稼
働
を
開

始
し
ま
し
た
。新
た
に
稼
働
し
た
シ
ス
テ

ム
で
は
、山
武
の
協
調
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ

ン
・
シ
ス
テ
ム H

arm
onas

T
M

が
、各

プ
ラ
ン
ト
に
エ
ア
を
供
給
す
る
設
備
の

圧
力
を
監
視
し
、メ
ー
カ
ー
や
種
別
の

違
う
計
5
台
の
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
を
最
適

な
台
数
で
稼
働
さ
せ
な
が
ら
、現
場
で
の

消
費
動
向
に
よ
っ
て
変
動
す
る
エ
ア
の

圧
力
を
一
定
に
保
つ
と
い
う
一
連
の
動

き
が
自
動
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
そ
の
結
果
、今
で
は
台
数
制
御
に
か
か

わ
る
作
業
は
す
べ
て
シ
ス
テ
ム
に
委
ね
る

こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。ま
た
、事
務
所

に
設
置
さ
れ
たH

arm
onas

の
画
面
上

で
、各
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
の
稼
働
状
況
や
エ

ア
の
流
量
、圧
力
を
、必
要
に
応
じ
て
い

つ
で
も
参
照
で
き
る
の
で
、状
況
確
認
の

た
め
に
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
の
設
置
場
所
ま
で

出
向
い
た
り
、現
場
の
使
用
状
況
を
確

認
す
る
た
め
に
各
プ
ラ
ン
ト
に
問
い
合

わ
せ
る
と
い
っ
た
作
業
も
一
切
不
要
と

な
り
、人
的
な
負
担
も
大
き
く
改
善
さ
れ

ま
し
た
」（
飯
吉
氏
）

「
も
ち
ろ
ん
、台
数
制
御
の
自
動
化
は
コ

ン
プ
レ
ッ
サ
の
運
転
効
率
の
向
上
に
お
い

て
も
大
き
な
成
果
を
挙
げ
て
い
ま
す
。稼

働
後
1
カ
月
の
実
績
と
し
て
は
、消
費

電
力
に
し
て
約
4
％
の
削
減
が
実
現
さ

れ
て
い
ま
す
」（
越
智
氏
）

　

今
後
、同
工
場
で
は
、当
初
の
予
定
通

り
、ほ
か
の
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
設
備
で
も

同
様
の
自
動
制
御
の
仕
組
み
を
順
次
構

築
し
な
が
ら
、設
備
全
体
さ
ら
に
は
製
造

も
含
め
た
工
場
全
体
で
の
最
適
運
転
と

統
合
的
な“
見
え
る
化
”の
実
現
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

「
例
え
ば
蒸
気
な
ど
の
使
用
量
が
一
定

以
上
に
な
っ
た
際
な
ど
に
、そ
の
情
報
を

生
産
現
場
に
も
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
て
使

用
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
と
い
っ
た
形

で
、エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
最
適
化
を
図
る

よ
う
な
シ
ス
テ
ム
も
近
く
実
現
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」（
大
森
氏
）

「
そ
う
し
た
方
向
性
を
目
指
す
上
で
、や

は
り
山
武
の
支
援
も
必
要
な
も
の
と
捉
え

て
い
ま
す
。当
工
場
に
は
既
に“
D
C
S

の
山
武
”の
イ
メ
ー
ジ
が
定
着
し
て
い
ま

す
が
、今
後
は“
省
エ
ネ
の
山
武
”と
い
う

イ
メ
ー
ジ
も
し
っ
か
り
根
付
か
せ
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
」（
浜
本
氏
）

　
「
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
・
ケ
ミ
カ
ル
」の
提

供
を
通
じ
て
社
会
に
貢
献
す
る
三
洋
化

成
工
業
株
式
会
社
。パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス・

ケ
ミ
カ
ル
と
は
、組
成
で
は
な
く
機
能
、

つ
ま
り「
ど
ん
な
働
き
を
す
る
か
」が
問

わ
れ
る
化
学
品
を
い
い
ま
す
。紙
お
む
つ

な
ど
に
使
用
さ
れ
る
高
吸
収
性
樹
脂
か

ら
、医
薬
品
の
錠
剤
に
使
用
さ
れ
る

コ
ー
テ
ィ
ン
グ
剤
、さ
ら
に
は
自
動
車
の

バ
ン
パ
ー
な
ど
の
素
材
と
な
る
ポ
リ
ウ

レ
タ
ン
に
至
る
ま
で
、同
社
の
生
産
す
る

多
種
多
様
な
製
品
は
、人
々
の
暮
ら
し

や
産
業
活
動
を
日
々
支
え
て
い
ま
す
。

三
洋
化
成
工
業
に
お
い
て
、そ
う
し
た

生
産
活
動
の
国
内
主
力
拠
点
と
な
っ
て

い
る
の
が
名
古
屋
南
部
臨
海
工
業
地
帯

で
操
業
す
る
名
古
屋
工
場
で
す
。

「
生
産
に
は
、電
気
や
水
、蒸
気
、エ
ア

（
圧
縮
空
気
）、ガ
ス
と
い
っ
た
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
多
く
使
用
さ
れ
ま
す
。そ
れ
ら

の
消
費
に
か
か
わ
る
ム
ダ
を
な
く
し
、省

エ
ネ
ル
ギ
ー
化
を
図
る
こ
と
は
、生
産
コ

ス
ト
の
最
適
化
は
も
ち
ろ
ん
、企
業
の
社

会
的
責
任
と
い
う
観
点
か
ら
も
、我
々

に
と
っ
て
極
め
て
重
要
な
課
題
で
す
」

（
浜
本
氏
）

　

こ
れ
に
対
し
名
古
屋
工
場
で
は
こ
れ

ま
で
、プ
ラ
ン
ト
で
消
費
さ
れ
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
供
給
源
と
な
る
ユ
ー
テ
ィ
リ

テ
ィ
＊1

設
備
の
運
転
方
法
を
工
夫
す
る
こ

と
で
、エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ム
ダ
を
な
く
す
と

い
う
取
組
み
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

「
担
当
者
が
メ
ー
タ
ー
な
ど
の
計
器
類

を
常
時
監
視
し
、消
費
動
向
に
応
じ
て

ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
設
備
の
稼
働
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
し
て
運
転
ロ
ス
を
最
小
化
す
る

と
い
う
方
法
で
し
た
が
、そ
う
し
た
人

手
に
よ
る
管
理
で
は
タ
イ
ム
リ
ー
な
対

応
に
は
限
界
が
あ
り
、運
転
の
ム
ダ
を

十
分
に
は
排
除
で
き
ず
、人
的
な
負
荷

も
大
き
い
と
い
う
課
題
が
あ
り
ま
し
た
」

（
大
森
氏
）

　

そ
こ
で
名
古
屋
工
場
で
は
、２
０
０
９

年
春
ご
ろ
か
ら
、ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
設
備

の
運
転
制
御
を
自
動
化
す
る
た
め
の
シ

ス
テ
ム
構
築
に
向
け
た
検
討
を
開
始
し

ま
し
た
。そ
し
て
、山
武
の
提
供
す
る
工

場
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン 

E

エ

ネ

オ

プ

ト

N
E

O
P

T
T

M

を
採
用
し
、ま
ず
は
ユ
ー

テ
ィ
リ
テ
ィ
の
中
で
も
と
り
わ
け
消
費
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
比
率
の
大
き
い
エ
ア
の
供

給
を
担
う
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
の
台
数
制
御
に

着
手
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

折
し
も
、三
洋
化
成
工
業
で
は
、

2
0
0
9
年
度
か
ら「
生
産
革
新
」を
推

進
す
る
全
工
場
横
断
的
な
取
組
み
を

行
っ
て
い
ま
し
た
。そ
の
骨
子
は
、生
産

に
か
か
わ
る
あ
ら
ゆ
る
ム
ダ
を
な
く
し
、

所　在　地：愛知県東海市新宝町 31-1
操 業 開 始  ：1968 年
事 業 内 容 ： ウレタン関連製品、高分子

凝集剤、界面活性剤、特殊
化学品などの製造、販売

“
省
エ
ネ
の
山
武
”の
イ
メ
ー
ジ
が

現
場
に
根
付
く
こ
と
を
大
い
に
期
待

三洋化成工業株式会社 
名古屋工場

三洋化成工業 名古屋工場では、生産にかかわるエネルギーの削減を目的に、プラントで消費されるエアの供給源となるコ
ンプレッサの台数制御自動化に取り組みました。その結果、設備の運転効率が大幅に改善し、稼働後1カ月の実績で消費
電力にして約4％削減することができました。その取組みはまさに、同社が展開する「生産革新」の一環として、ユーティリ
ティ設備全体の最適運転に向けた大きな第一歩となりました。

FIELD
納 入 事 例

設
備
の
最
適
運
転
を
目
指
す
上
で

人
手
に
よ
る
管
理
で
は
限
界

設
備
全
体
の
統
合
管
理
を
念
頭
に

シ
ス
テ
ム
の
拡
張
性
を
重
視

エネルギー供給設備の最適運転により
生産工程にかかわる省エネルギーを推進

工務部
副主任

飯吉 洋氏

生産本部
生産革新チーム

（名古屋）
主任

大森 隆太氏

工務部
主任部員

浜本 昌雄氏

工務部
主任

越智 昇氏

仕
事
の
あ
り
方
自
体
を
見
直
し
て
い
く

と
い
う
も
の
で
、そ
の
中
で
は
ユ
ー
テ
ィ

リ
テ
ィ
設
備
全
体
に
関
し
て
も
、数
年
後

を
め
ど
に
所
定
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
削
減
を

実
現
す
る
と
い
う
具
体
的
な
目
標
も
設

定
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

「
最
初
に
着
手
し
た
の
は
エ
ア
に
関
す
る

部
分
で
す
が
、今
後
、他
の
生
産
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
つ
い
て
も
同
様
の
対
応
を
順
次

実
施
し
て
い
く
こ
と
が
前
提
で
し
た
。

山
武
のE

N
E

O
P

T

は
、ま
さ
に
そ
う
し

た
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
産
す
る
設
備
全
体

の
運
転
・
制
御
を
統
合

的
に
行
え
る
環
境
を
実

現
す
る
た
め
の
拡
張
性

を
備
え
て
お
り
、そ
の
点

が
三
洋
化
成
の
ニ
ー
ズ

に
マ
ッ
チ
し
て
い
ま
し
た
」

（
大
森
氏
）

「
提
案
に
際
し
て
は
、山

武
の
エ
ネ
ス
タ
ッ
フ
と
呼

ば
れ
る
プ
レ
ゼ
ン
専
任

者
の
方
がEN

EO
P

T

の

エ
ネ
ル
ギ
ー
可
視
化
ソ

2用語解説

＊1:ユーティリティ
プラントで製品を生産する際に、各種設
備、装置を運転するために必要な電力、
燃料、蒸気、工業用水、圧縮空気など
を供給する設備の総称。

＊2:DCS
（Distributed Control System）
分散制御システム。工場の生産システム
などを集中制御するのではなく、システムを
構成する各装置・機器が制御装置を持つ。
それらをネットワーク接続し、必要な情報を
やりとりして相互監視・制御する。負荷の
分散が図れ、安全でメンテナンス性の高
いシステム構築が可能。

三
洋
化
成
工
業
株
式
会
社 

　
　
　
　
名
古
屋
工
場

1

3

1  事務所内に設置されたHarmonasの監視端末。各コンプレッサの稼働状
況やエアの流量、圧力などの情報を事務所に居ながらにして確認できる。

2  コンプレッサのある現場に設置されている
コントローラ。Harmonasと連動し、製造現
場への供給圧力をモニタリングしながら、コ
ンプレッサの台数制御を行う。

3  製造現場へ圧縮空気を送るためのクッ
ションタンクに取り付けられた圧力センサ 
BravolightTM。必要な送出圧力になってい
るか常にチェックしている。



支
援
学
校
な
ど
に

向
け
、
作
業
現
場

の
見
学
会
や
実

習
、
講
演
会
な
ど

を
催
す
と
い
っ
た

取
組
み
も
積
極
的

に
展
開
し
て
き
ま

し
た
。
そ
の
よ
う

な
場
を
通
し
て
同

社
か
ら
学
び
、
新

た
に
設
立
さ
れ
た

特
例
子
会
社
は
、

神
奈
川
県
内
だ
け

で
も
既
に
27
社
を

数
え
ま
す
。

　

ま
た
、
福
祉
機
関
と
の
連
携
に
お
い

て
は
、
そ
の
設
立
当
初
か
ら
地
元
神
奈

川
県
の
電
機
神
奈
川
福
祉
セ
ン
タ
ー
と

の
間
で
密
接
な
協
調
関
係
を
築
い
て
き

ま
し
た
。同
セ
ン
タ
ー
は
、地
域
の
障
が

い
者
の
就
労
に
関
す
る
相
談
や
適
性
評

価
、
仕
事
の
紹
介
な
ど
を
行
う
社
会
福

祉
法
人
で
す
。さ
ら
に
、企
業
で
働
く
障

が
い
者
に
向
け
た
就
業
・
社
会
生
活
に

関
す
る
サ
ポ
ー
ト
を
行
う“
就
労
援

助
”や
、主
に
知
的
障
が
い
者
を
対
象
に

一
般
就
労
に
必
要
な
マ
ナ
ー
や
向
上
心

を
養
う
た
め
の
支
援
を
実
際
の
作
業
訓

練
を
通
じ
て
行
う“
就
労
移
行
支
援
”

な
ど
の
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

山
武
フ
レ
ン
ド
リ
ー
と
同
セ
ン
タ
ー

の
具
体
的
な
協
調
の
形
と
し
て
は
、
同

セ
ン
タ
ー
で
の
訓
練
を
経
た
人
材
を
山

武
フ
レ
ン
ド
リ
ー
で
受
け
入
れ
て
採
用

す
る
一
方
、
同
社
の
従
業
員
が
抱
え
る

業
務
以
外
の
家
庭
や
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
に

か
か
わ
る
問
題
に
つ
い
て
の
ケ
ア
を
山

武
フ
レ
ン
ド
リ
ー
が
同
セ
ン
タ
ー
に
依

頼
し
て
い
る
と
い
う
側
面
も
あ
り
ま

す
。こ
の
よ
う
に
、
障
が
い
者
本
人
、
山

武
フ
レ
ン
ド
リ
ー
、
電
機
神
奈
川
福
祉

セ
ン
タ
ー
が
、
い
わ
ば“
ト
ラ
イ
ア
ン
グ

ル
”を
形
成
す
る
こ
と
で
、
障
が
い
者
の

就
業
全
般
に
か
か
わ
る
支
援
体
制
が

整
え
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。

　

山
武
フ
レ
ン
ド
リ
ー
株
式
会
社
は
、

知
的
障
が
い
者
の
雇
用
を
行
う
特
例

子
会
社
と
し
て
、
１
９
９
８
年
4
月

1
日
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。障
が
い
の

あ
る
人
も
分
け
隔
て
な
く
働
け
る
職
場

環
境
を
作
り
、
そ
こ
で
の
活
動
を
通
じ

て
、
そ
の
能
力
向
上
と
自
己
実
現
を
支

援
す
る
こ
と
で
、
社
会
貢
献
を
果
た
し

て
い
く
こ
と
が
そ
の
設
立
趣
旨
で
す
。

　

同
社
の
業
務
は
、azbil

グ
ル
ー
プ
の

事
業
運
営
に
付
随
す
る
周
辺
作
業
が

中
心
で
、
清
掃
業
務
や
社
内
メ
ー
ル
の

集
配
業
務
、
蛍
光
灯
の
交
換
と
い
っ
た

施
設
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
廃
棄
物
の
収

集
・
分
別
、さ
ら
に
は
グ
ル
ー
プ
の
Ｐ
Ｒ

誌（
本
冊
子
）の
封
入
・
発
送
作
業
も
同

社
の
主
要
業
務
の
1
つ
と
な
っ
て
い
ま

す
。最
近
で
は
、製
品
開
発
に
お
け
る
試

作
品
の
製
作
や
デ
ー
タ
記
録
に
も
携
わ

る
従
業
員
も
お
り
、
そ
の
業
務
領
域
は

着
実
に
広
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

山
武
フ
レ
ン
ド
リ
ー
が
経
営
目
標
の

1
つ
と
し
て
掲
げ
て
い
る
の
が「
障
が

い
者
雇
用
を
通
じ
て
地
域
社
会
と
共
生

し
、
社
会
貢
献
を
果
た
す
」こ
と
で
す
。

そ
れ
に
向
け
て
同
社
で
は「
地
域
の
福

祉
機
関
や
学
校
、
企
業
と
の
連
携
を
密

に
す
る
」こ
と
が
不
可
欠
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。例
え
ば
、
地
元
企
業
や
特
別

地
域
の
福
祉
機
関
と
の
密
接
な
連
携
で

障
が
い
者
雇
用
の
拡
大
に
貢
献

と
い
っ
た
一
連
の
プ
ロ
セ
ス
が
存
在
し
、

施
設
の
指
導
員
が
各
作
業
者
に
対
し
て

こ
れ
ら
異
な
る
作
業
を
順
次
割
り
当
て

る
こ
と
で
、
作
業
者
は
様
々
な
バ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
の
作
業
を
経
験
で
き
る
か

ら
で
す
。

　

作
業
に
当
た
っ
て
は
、
冊
子
や
封
筒

を
汚
さ
な
い
、折
り
曲
げ
な
い
、し
わ
を

寄
せ
な
い
、
と
い
っ
た
こ
と
が
徹
底
的

に
指
導
さ
れ
ま
す
。そ
の
際
、指
導
員
は

「
自
分
宛
に
冊
子
が
届
い
た
と
き
の
こ

と
を
想
像
し
て
み
な
さ
い
」と
指
示
し
、

各
人
は
冊
子
を
受
け
取
っ
た
人
の
気
持

ち
に
な
っ
て
作
業
を
行
い
ま
す
。こ
の
と

き
、自
分
自
身
に
重
ね
合
わ
せ
て
、作
業

の
結
果
が
人
に
及
ぼ
す
影
響
を
容
易
に

イ
メ
ー
ジ
で
き
る
の
も
こ
の
業
務
の
特

徴
で
あ
り
、そ
れ
に
よ
っ
て
各
人
の
作
業

品
質
向
上
に
向
け
た
意
欲
を
喚
起
で
き

る
と
い
う
効
果
も
得
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
定
期
刊
行
物
で
あ
る
P
R
誌

の
発
送
業
務
は
、
封
筒
や
冊
子
と
い
っ

た
部
材
が
納
入
さ
れ
て
か
ら
、
必
ず
定

め
ら
れ
た
期
限
ま
で
に
完
了
さ
せ
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
。こ
の
た
め
、実
際
の
就
労

に
向
け
て
不
可
欠
な
、そ
う
し
た“
決
め

ら
れ
た
と
き
ま
で
に
作
業
を
終
え
る
こ

と
”に
つ
い
て
の
意
識
が
各
人
の
中
に

醸
成
さ
れ
る
な
ど
、
Ｐ
Ｒ
誌
の
封
入
・

発
送
業
務
は
、「
ぽ
こ
・
あ
・ぽ
こ
」に
と
っ

て
極
め
て
有
効
な
就
労
前
訓
練
ツ
ー
ル

と
し
て
機
能
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
方
で
、「
ぽ
こ
・
あ
・
ぽ
こ
」の

よ
う
な
就
労
支
援
施
設
に
お
い
て
は
、

訓
練
を
行
う
た
め
の
業
務
を
常
時
確

保
す
る
と
い
う
こ
と
も
重
要
な
課
題
で

す
。そ
の
点
、
山
武
フ
レ
ン
ド
リ
ー
か
ら

は
定
期
的
に
決
ま
っ
た
分
量
が
委
託
さ

れ
る
た
め
、
訓
練
に
必
要
な
業
務
を
継

続
的
に
得
ら
れ
る
ほ
か
、
作
業
者
各
人

の
中
長
期
的
な
育
成
計
画
が
立
て
や
す

く
な
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
も
得
ら
れ
て

い
る
と
い
い
ま
す
。

　

今
後
もazbil

グ
ル
ー
プ
で
は
、
山
武

フ
レ
ン
ド
リ
ー
を
中
心
に
、
こ
う
し
た

地
域
の
福
祉
機
関
や
企
業
と
の
間
で
さ

ら
に
密
接
な
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
障

が
い
者
の
雇
用
促
進
や
就
労
支
援
の
局

面
に
お
い
て
も「
人
を
中
心
と
し
た
」の

発
想
に
基
づ
く
社
会
貢
献
を
果
た
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

P
R
誌
の
封
入
・
発
送
業
務
の
委
託
に
よ
り

就
労
支
援
活
動
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

“
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
”体
制
に
よ
り

就
業
全
般
に
か
か
わ
る
支
援
体
制
を
整
備

障がい者雇用を通じて地域社会との共生、
社会貢献を果たすことを目標に福祉機関との緊密な協調関係を構築。
継続的な業務の委託により、知的障がい者の就労支援施設における
訓練活動を強力にバックアップする。

福祉機関との積極的な連携により
障がい者の就労支援・雇用促進に貢献

M i n d
アズビルマインド

　

さ
ら
に
、
山
武
フ
レ
ン
ド
リ
ー
で
は
、

そ
う
し
た
協
調
関
係
強
化
の
一
環
と

し
て
、
同
セ
ン
タ
ー
内
に
あ
る
就
労
前

訓
練
な
ど
の
就
労
支
援
事
業
を
担
う

施
設
の「
ぽ
こ
・
あ
・
ぽ
こ
」
に
対
し
、

P
R
誌（
本
冊
子
）の
封
入
・
発
送
業
務

の
一
部
を
委
託
し
て
い
ま
す
。こ
の
業

務
委
託
は
２
０
０
５
年
に
開
始
さ
れ
、

当
初
は
不
定
期
で
の
依
頼
で
し
た
が
、

２
０
０
８
年
4
月
以
降
は
、
月
刊
で
の

冊
子
発
行
に
合
わ
せ
て
月
1
回
、
定
期

的
に
全
配
布
部
数
の
お
よ
そ
3
分
の
1

の
封
入
・
発
送
業
務
を
本
格
的
に
依
頼

す
る
と
い
う
形
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
ぽ
こ
・
あ
・
ぽ
こ
」で
は
、就
労
前
訓

練
用
の
業
務
と
し
て
、
以
前
か
ら
ノ
ー

ト
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
電
子
部
品
の
解

体
、自
動
車
の
小
型
部
品
の
組
立
、あ
る

い
は
お
菓
子
の
紙
箱
の
組
立
、
さ
ら
に

は
県
内
に
チ
ェ
ー
ン
店
を
持
つ
小
売
業

者
の
店
舗
清
掃
な
ど
を
主
に
行
っ
て
き

ま
し
た
。そ
う
し
た
中
で
も
、山
武
フ
レ

ン
ド
リ
ー
か
ら
委
託
さ
れ
る
Ｐ
Ｒ
誌
の

封
入
作
業
は
、
知
的
障
が
い
者
の
就
労

支
援
と
い
う
観
点
で
、
と
り
わ
け
有
効

な
業
務
だ
と
捉
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

と
い
う
の
も
、こ
の
作
業
に
は
、冊
子

を
発
送
用
封
筒
に
封
入
、
宛
名
ラ
ベ
ル

を
封
筒
に
貼
付
、
封
筒
の
口
を
閉
じ
る

順番を崩さないように手順に従って作業を進めることの大切さも学ぶ。封を閉じる作業では、シール貼り付け時にしわが寄らないようにする。
しわが寄らないように貼るという作業も重要な職業訓練になる。

宛名シールを封筒に貼り付ける作業。宛名シールが斜めにならないように、しわが寄らないように作業を行う。
封入のやり方にも各人の個性が表れる。指導員は個人のやり方を矯正するのではなく、個性を活かしながら成果
物の均一性にこだわって指導する。
PR誌を1冊ずつ封入する。PR誌に傷や汚れがないかを確認しながら作業が続けられる。

3

1
2

3

1

2
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本書を5名の方にプレゼントいたします。
お名前、貴社名・部署名、ご住所、電話番号、宛名ラ
ベルに表示されております8桁の登録番号をご記入の
上、下記宛先に5月末日までにご応募ください。厳正な
抽選の上、当選者ご本人に直接当選の連絡をいたし
ます。なお、社員並びに関係者は応募できません。

製 品 情 報

展 示 会 情 報

ニ ュ ー ス

セミナー情報

P r e s e n t

私の通っていた小学校は1学年12クラスもあるマ
ンモス校で、ものすごく広い校庭でした。休み時間
になると、みんなで校庭に飛び出して自分たちが
遊ぶ陣地の取り合いをしました。その広い校庭も
普通の土の校庭で小さい石もいっぱい。運動会
で組体操をするときに裸足になると、小石が痛くて
根性で走りました。雨が降ると校庭は大きな湖に
なっていたのを覚えています。こんな緑で覆われた
広い校庭があったらどんなに楽しかっただろうとうら
やましい限りです。（akubi）

azbilグループＰＲ誌「azbil」を
ご愛読いただき、

ありがとうございます。

編 集 後 記

▪本誌に関するお問い合わせやご意見、ご希
望、ご感想、取り上げてほしいテーマなど、皆
さまからのお便りをお待ちしております。お
名前、貴社名・部署名、ご住所、電話番号、
宛名ラベルに表示されております8桁の登
録番号などをご記入の上、下記まで郵送、
FAX、電子メールなどでお寄せください。

▪ご住所などの変更に関するご連絡は、宛名
ラベルに表示されております８桁の登録番
号も併せてお知らせください。

▪お問い合わせ・プレゼント応募宛先
〒100-6419

東京都千代田区丸の内2-7-3 東京ビル
株式会社 山武
azbil 編集事務局
TEL：03 -6810 - 1006
FAX：03 - 5220 - 7274
E-mail：azbil-prbook@jp.yamatake.com

▪発行日：2010年 5月 1日
▪発　行：PR誌 azbil 編集事務局
▪発行責任者：岡 訓仁
▪制　作：日経BPコンサルティング

Topics
緑あふれる校庭づくり芝生への挑戦
〜日本のグラウンドはまるで砂漠だ!

京都市での校庭芝生化への
取組み、芝生化の効果、効用
などとともに、芝草の種類、造
成の技術、維持管理、機器
の解説など、芝生化のすべて
を網羅した実践記録。
▪ナカニシヤ出版  
▪芝生スクール京都 編
▪価格2,520円（税込）

製

品

情

報

燃料電池用流量計 MRGシリーズを販売開始
株式会社 山武は、1kW家庭用燃料電池（エネファー
ム）への標準搭載を目的として開発された“燃料電池用
流量計 MRGシリーズ”の販売を開始しました。
MRGシリーズは、独立行政法人 新エネルギー産業技
術開発機構（NEDO）が一般に募集した「固体高分
子形燃料電池実用化戦略的技術開発事業／要素
技術開発 家庭用燃料電池システムの周辺機器の技
術開発」の受託事業として開発された製品であり、エネ
ファームにて求められる諸要求仕様を満たした製品で
す。2008年度より商用化されたエネファームに搭載さ
れています。

【製品概要】
家庭用燃料電池システムでは、以下の4つの目的につ
いて気体の流量計測・制御が必須であり、ここで求めら
れる製品仕様・耐久性を実現した製品です。
 ①水素（アノード極に供給）を生成するために改質器へ

供給される原燃料ガス
②水素に含まれる一酸化炭素を除去するために選択

酸化ユニットに供給される空気
③カソード極に供給される空気
④改質器に必要な熱を得るためにバーナに供給される

燃焼空気

【特長】
①温度変化の影響を受けにくいこと
②低圧力損失
③低消費電力
④10年間の連続使用に耐え得る高信頼性
⑤低価格

● 株式会社 山武　アドバンスオートメーションカンパニー　マーケティング部 コミュニケーショングループ　TEL：0466 - 20 - 2160

製

品

情

報

製造現場の価値直結型オペレーションへの変革を支援するシステム
「操業知識ベース（OKB）」強化版 R.130を販売開始
株式会社 山武は、24時間連続稼働の製造現場を
支援する「操業知識ベースOperation Knowledge 
Base （OKB：オー・ケー・ビー）」強化版の販売を開
始しました。
OKBは、人や組織間の連携によるオペレーションに着
目し、作業や事象ごとの
－進捗管理
－優先度管理
－経緯管理
を業務の流れに組み込むことで、紙媒体や従来の電子
化システムによる業務の伝達・管理では埋もれがちだっ
た価値に直結する課題やアクションを確実に気付か
せ、その事象の経緯や関連情報を即座に提供すること

で質の高い発想や的確かつ迅速な判断を導きます。さ
らに伝達するという行為を通してそれらの知識を自然に
記録・共有します。これにより製造現場における作業
のモレ・ワスレ・ムリ・ムダ・ムラをなくし、トラブル対
処時間などを短縮するとともに、製造現場を質の高い
発想・判断が行える価値直結型オペレーションに変革
させます。
今回の強化版では、転記のムダをなくす文書再利用
機能の強化、画面表示速度の改善、５年以上にわた
る長期利用や大組織での利用においてもストレスな
く閲覧・操作を可能とするためのレスポンス改善など
日常の使い勝手を改善し、より快適にお使いいただけ
ます。

● 株式会社 山武　アドバンスオートメーションカンパニー　マーケティング部 コミュニケーショングループ　TEL：0466 - 20 - 2160
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10,000㎡以下の建物向けビルディングオートメーションシステムの
エネルギー・CO2管理機能を強化

● 株式会社 山武　ビルシステムカンパニー　コミュニケーションマーケティング部　TEL：03 - 6810 -1112

株式会社 山武は、10,000㎡以下の小規模建物を対
象にしたビルディングオートメーションシステム「savic-
net FX mini（セービックネットエフエックスミニ　以下
FX mini）に、従来の電力量に加え、燃料（都市ガスな
ど）、熱（地域熱供給からの受入熱量）などの各種エネ
ルギー使用量を合計した総量の把握を実現し、本年4
月に本格施行された改正省エネ法＊1や、温対法＊2対応
を支援する新機能として「エネルギー使用量の総量管
理機能」を追加、販売開始しました。
今回の新機能により、ビル全体のエネルギー使用量を

合計した総量のリアルタイムな把握や、日・月・年報での
履歴データ管理が可能になります。さらに、エネルギー
使用量を原油換算値へ自動換算することで定期報告
書作成が容易になり、総量単位をCO2排出量に変換
することで温対法で求められる温室効果ガス（エネル
ギー起源CO2）排出量の把握が的確に行えます。

製 品 名：savic-net FX mini 
製品紹介：管理点数500点以下、10,000㎡以下の

建物を対象にした空調・照明などの各設
備の監視・制御とエネルギー管理を実現す
るビル管理システム

新 機 能：・ビルで使用した燃料・熱・ガス・電気などの
各種エネルギー使用量総量を30分ごとに
算出、日・月・年報として履歴管理

　　　 　・エネルギー使用量を原油換算値やCO2排
出量へ自動換算

＊1 エネルギーの使用の合理化に関する法律
＊2 地球温暖化対策の推進に関する法律

株式会社 山武は、社員の仕事と生活の調和（ワークラ
イフバランス）実現のため、主に出産・育児・看護・介護な
どにおける社員就業規則などの一部改定を行いました。
今回の社員就業規則の改定では、育児・介護休業法
の改正に伴う対応だけでなく、社員のヒアリングから特
に要望の多かった育児短時間勤務の期間延長（対象

山武ケアネット株式会社は、福祉用具レンタル・販売の
サービス品質向上（品質・納期）のために、神奈川・多
摩地区を担当している神奈川・多摩センターを右記住
所に移転しました。

年齢が従来は小学校入学前までだったものを小学校6
年生まで拡大）、それに伴う勤務時間変更回数の増
加、子の看護休暇の対象年齢引き上げ（同様に対象
年齢を小学校6年生まで拡大）や半日単位での取得を
可能とするなど、優先度の高い項目から見直し、現行制
度以上に利用しやすい制度としました。

住　所：
〒252-0203 相模原市中央区東淵野辺1-11-4
T E L：042-786-7402　
F A X：042-786-7403
移転日：2010年3月1日
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社員のワークライフバランス実現のため、社員就業規則などを一部改定
〜主に育児・看護・介護関連における制度の充実を図る〜

山武ケアネット かたくり福祉用具 神奈川・多摩センター移転

● 株式会社 山武　経営企画部広報グループ　TEL：03 - 6810 - 1006

● 山武ケアネット株式会社　TEL：03-5718-5100
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第2回 グリーンIT EXPO エネ蔵2010
会　　期：5/12（水）～5/14（金）
時　　間：10:00～18:00（14日（金）のみ17:00終了）
会　　場：東京ビッグサイト　西4ホール
主　　催：リード エグジビション ジャパン
入 場 料：5,000円（事前登録者は無料）
出展内容：AdaptivCOOL、クリティカル・ファシリ 

ティ・マネジメント

会　　期：5/26（水）～5/28（金）
時　　間：10:00～17:30
会　　場：インテックス大阪2号館
主　　催：蓄熱フェア実行委員会
入 場 料：無料
出展内容：savic-net FX、CO2マネジメントシステム、 

流量計測制御機能付ACTIVAL

● 株式会社 山武　
　ビルシステムカンパニー　
　コミュニケーションマーケティング部　
　TEL：03 - 6810 -1112　

● 株式会社 山武　
　ビルシステムカンパニー　
　コミュニケーションマーケティング部　
　TEL：03 - 6810 -1112　

エジプト／カイロにて
●MERRY メッセージ　『旅行』

エジプトの小学生が修学旅行でピラミッドに来ていたところを取材。50人ほどの子供
たちがみんな快く撮影に参加してくれました。頭に巻いたカラフルな布がすごく特徴
的。撮影中は友達を応援したり、みんなで楽しく笑い合ってくれました。
ピラミッドの周りは、観光客が捨てたビニールやペットボトルなどが散在しており、撮影
後にクリーンアップするとあっという間にゴミ袋がいっぱいに！　遠景での美しさとは違
い、ピラミッドの下は土に戻らないゴミの山でした。 

●撮影メモ

今 月 の 表 紙

水谷事務所代表／MERRY PROJECT 主宰　水谷 孝次さん

項目 現行制度 改定後

育児勤務期間の延長及び再取得 小学校就学前の3月まで、
連続した1回のみ

小学校6年生まで、フルタイム勤務復帰
後にも再取得可能

時差勤務期間の延長 小学校3年生まで 小学校6年生まで

配偶者出産休暇の増加 出産の前後2週間以内に2日 出産の前後1カ月以内に5日

出産祝い金の増額 子1人につき5,000円 子1人につき50,000円

子の看護休暇の増加と半日取得 小学校就学前の子を養育する社員に年
5日、取得は1日単位

小学校6年生までの子を養育する社員、
子1人につき年5日、半日単位での取得
が可能

介護休暇の新設 なし 対象1人につき年5日、半日単位での取
得が可能

14　　　May 201015 May 2010 
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